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日本 EU学会第 33回(2012年度)研究大会のご案内 

 

日本 EU学会理事長  

久保 広正 

 

 

日本 EU学会第 33回(2012年度)研究大会を下記の通り開催いたします。 

ご多忙とは存じますが、万障お繰り合わせの上、ご出席下さいますようご案内申し上げます。 

2012年 9月吉日  

 

 

日時： 2012年 11月 10日(土)～11日(日) 

会場： 東京大学 （駒場キャンパス）  〒153-8902  東京都目黒区駒場 3-8-1 

 

交通機関とアクセス： 

JR山手線等・渋谷駅、小田急線・下北沢駅、京王線・明大前駅より井の頭線に乗り換え、 

駒場東大前駅で下車。 駅より徒歩 0分。 東口に正門、西口に坂下門があります。 

 

 

アクセスマップ 

 

 

 

 

※ キャンパスマップと会場地図 に関しましては最終ページをご覧ください。 
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第 1日  11月 10日（土）   開場(受付開始) 12:00～ 

共通論題 「グローバルアクターとしての EU」 

理事会 ＜11：00～12：50＞ 

1. 全体セッション第 I部 ＜13：00～15：10＞ 

基調報告 報告時間 40分(質疑無し)／基調報告以外の報告 報告時間 30分 質疑 15分 

報告者 論   題 司会者 

(1) 辰巳 浅嗣 

(阪南大学) 

【基調報告】 グローバルアクターとしての EU 

―外交・安全保障の政策領域を中心に 

田中 俊郎 

(慶應義塾大学) 
(2) 遠藤 乾 

(北海道大学) 
ＥＵの規制力―世界標準のポリティクス （仮） 

(3) 山本 直 

(北九州市立大学) 
グローバル世界の中の EU人権外交 

休憩 ＜15：10～15：25＞ 

2. Plenary Session Ⅱ＜15：25～17：45＞ (in English) 

First and Second presentation 40minutes, Discussion 15minutes each 

Third presentation- 30minutes 

Presenters Topics Chairperson 

(1) Ian Manners 

(Roskilde University) 

The European Union's Normative Power  

in a More Global Era 

久保 広正  

(神戸大学) 

(2) John T.S. Keeler 

(University of Pittsburgh) 

Austerity, the Euro-Crisis and the EU’s 

Diminished Profile in Global Security 

(3) Maeve Collins 
 (Delegation of the 
European Union to Japan) 

The EEAS - How EU Diplomacy  

is Taking Shape 

総   会  ＜17：45～17：55＞ 

懇 親 会 ＜18：00～20：00＞ 
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第 2日  11月 11日（日）   開場（受付開始） 9：00～ 

1. 分科会 ＜9：30～12：00＞ 

報告時間各 30分 質疑 20分 

区分 報告者 論  題 司会者 

A 

自由論題 

武田 健 

(ブリストル大学(院)) 

EU 基本権憲章への反対に至る政治過程－イギリス、

ポーランド、チェコの分析― 

中村 民雄 

(早稲田大学) 

柳生 一成 

(一橋大学(院)) 

「水平的直接効果」をめぐる議論からの指令の直接効

果概念の検討 

関根 豪政  

(日本学術振興会特

別研究員 PD) 

EU の自由貿易協定（FTA）の特徴と影響：環境関連条

項を中心に 

B 

自由論題 

鈴木 敏之  

(三菱東京 UFJ銀行) 
ECBの金融政策、危機対応の有効性 

児玉 昌己 

(久留米大学) 

土谷 岳史 

(高崎経済大学) 

EU 政体における領域性とデモス：マルチレベル・デモ

クラシーの構想に関する考察 

明田 ゆかり 

(慶應義塾大学) 

規範的パワーか普通のパワーか―リスボン条約後

の EU 通商戦略 

C 

自由論題 

高津 智子 

(九州大学(院)) 

欧州政治共同体構想の成立過程―トランスナショ

ナル・ヒストリーとしての欧州統合史研究― 

八谷 まち子 

(九州大学) 

福井 英次郎 

(慶應義塾大学)  

EU は規範的パワーとしてアジア市民に受け入れ

られているか ――アジア 6 地域における世論調査

の観点から 

李 永シュ 

(明治大学) 

The EU’s Arms Embargo on China: Newly 

Revealed Stories 

昼食・休憩／理事会 ＜12：00～13：30＞ 

総 会 ＜13：30～13：45＞ 

2. 全体セッション第Ⅲ部「ユーロ危機と EU機構」 ＜13：45～16：30＞ 

報告時間各 20分、予定討論各 15分 

報告者 論題 司会者 

(1) 嘉治 佐保子 

(慶應義塾大学) 
ユーロ危機とガヴァナンス改革 

田中 素香 

(中央大学) 

(2) 中空 麻奈 

(BNPパリバ証券) 
ユーロ圏の危機について―金融市場の視点 

(3) 小林 剛也 

(財務省) 
法的･制度的側面から見た経済通貨同盟の変化 (仮) 

(4) 尾上 修悟 

(西南学院大学) 
欧州財政統合の課題と展望 （仮） 

高屋 定美(関西大学) 

中島 精也(伊藤忠商事) 
予定討論 
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